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特集 「世界の拳士がやって来た ヤァ！ヤァ！ヤァ！」

秋篠宮殿下ご夫妻、インターハイにて少林寺拳法をご観覧

Professional ～職場の少林寺拳法

修練法解説 『身を護る』

技法解説 『実に帰る』

FEEL THE ORIGIN 『高い道義心』

コラム　「シン・ウサギ跳び骨折」
／東京健康リハビリテーション総合研究所 所長　武藤 芳照

武道の可能性
［ゲスト：総合地球環境学研究所 所長　山極 壽一］

BIBLIOTHEK／ KINO

EDITOR’S REPORT／ 2024新春お年玉企画

少林寺拳法誕生前夜／ZEN ZEN SYUGAKU少林寺拳法ドリル
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2023年少林寺拳法世界大会 in Tokyo, Japan
少林寺拳法国際講習会2023

※今号の「R-23」は休載させていただきます。
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2023年少林寺拳法世界大会 in Tokyo, Japan
少林寺拳法国際講習会2023
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文・写真　編集室
協力　少林寺拳法世界連合 ・ 東京都少林寺拳法連盟協力　少林寺拳法世界連合 ・ 東京都少林寺拳法連盟
※ 2・3ページの人物はイメージです。拳士ではありません。
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■万国共通の表情、それは―

　少林寺拳法の教えを仲間と学ぶ、仲間と
修練する、先生に指導を請う、道場に通う―。
この当たり前の日常、「楽しい」と思える日々
が戻ってきて、皆さんの中にも自然と笑顔が
出ているのではないでしょうか。「楽しい」と
感じると、国籍・性別・老若男女関係なく、誰
もが共通して口角が上がり、笑顔の表情にな
ります。笑顔は万国共通の表情なのです。
　世界大会と国際講習会を通して、世界の
拳士が交流しました。
　例えば国際講習会の一コマですが、体格
のいいフランスの大人と、インドの子どもが
一緒に練習する姿を見つけました。ただひと
つ、「少林寺拳法」という共通項があるだけ
で、ジェスチャーを交わしながら汗を流し、
二人ともが笑顔になれる瞬間がありました。
他の国同士も同じです。言葉は通じないかも
しれませんが、必ずそこには笑顔がありまし
た。
　コロナ禍以前は当たり前の光景だったか
もしれませんが、今、そのような姿を見ると、
目頭が熱くなる思いに駆られます。

　本号の特集では、世界から集まった拳士
が織りなした光景を、それぞれの単元で紹
介いたします。私たちは、この時を、この笑顔
を待っていたのだ！ そう思ってページをめ
くっていただければ幸いです。

　ついにその時がやってきました。
　2023年10月7日、8日に東京・日本武道
館にて開催の「2023年少林寺拳法世界大
会 in Tokyo, Japan」、翌週10月11日～13日
に香川・金剛禅総本山少林寺で開催の国際
講習会（INTERNATIONAL STUDY SESSION 
2023／少林寺拳法世界連合主催）に、世界
各国から多くの拳士が参加されました。
　世界中で猛威を振るった新型コロナウイ
ルス（COVID-19）は、2019年に発生が確認
され、翌年には世界的流行（パンデミック）
をもたらし、世界が見えない恐怖に陥りまし
た。
　当初は、2021年に世界大会と国際講習会
が開催される予定でしたが、開催は困難とな
り延期となった経緯があります。

■戻ってきた笑顔

　新型コロナウイルス感染症が５類へと引
き下げられ、日本国内ではようやく落ち着き
を取り戻しつつあります。本誌秋号（10月１
日号）でも紹介した通り、日本国内の各種大
会、行事では、思い切り声を出して演武、修
練する姿が戻ってきています。
　それは世界もおおむね同様で、以前の日
常生活が戻ってきつつあり、国境を越えた人
の往来も復調しています。
　やっと世界が笑顔で声をあげて笑えるよ
うになったのです。
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　また、理想境建設を目指す運動体とし
て、隔たりなく仲間が集う場とすることは
大会の意義に則ったものとも言える。
　国境や言語、宗教だけでなく、このよう
に誰もが同じ空気を共有できるところに、
少林寺拳法の醍醐味はある。その空気に
触れた人々の、感動の溜息が聞こえてくる
ような世界大会であった。

■世界をつなぐ機会として
　本大会では、新しい取り組みとして、“ラ
イブ配信”を行った。スポーツ配信アプリ
を通じて、各ラウンド全コートの演武を、
当日会場に来られなかった人たちにも配
信したのである。当然ながら、この配信は
国内外を問わず視聴することができるも
ので、世界中の少林寺拳法関係者をつな
いだ。
　また、その中の1つのコートは実況・解
説付きで配信を行い、競技後は出場拳士
のプロフィール紹介・インタビューを行う
など、視聴者を楽しませる取り組みが行わ
れた。

　本大会は、主管連盟として東京都少林
寺拳法連盟に多大なるお力添えをいただ
きました。延期になった2021年を含め、
前回大会から6年間、昼夜問わず幾度も
会議を重ね、運営に必要なあらゆる業務
に、言葉では言い尽くせないほどのご尽
力をいただきました。この場をお借りして
厚く御礼申し上げます。

　世界大会は、当初2021年に予定されて
いたが、新型コロナウイルス感染症拡大に
よるパンデミックの影響のため延期され、
前回大会（2017年アメリカ）から実に6年を
経て念願の開催となった。
　世界大会ならではの象徴的なシーンを
以下に紹介したい。それぞれのシーンが印
象的だったのは、パンデミックから立ち直
り、未来に向かって進んでいくという決意
と、ようやく訪れたこの瞬間を目いっぱい楽
しもうという気持ちに溢れていたからでは
ないだろうか。

■隔たりのない世界
　世界大会・全国大会では、［競技の部］と
［発表の部］の二部門で多様な種目が構成
されている。他の競技にはあまり見られな
い、この多様な種目構成は、できるだけ多く
の拳士に参加の機会を設け、年齢や性別、
経験に応じてチャレンジしやすい環境を創
るためである。
　2014年全国大会（埼玉）より設けられた
「マイシードの部」（発表の部）では、出場
要件を「障がい及び度合、年齢、性別は不
問」としている。一般には、障がいを持つ選
手の競技大会は独立した行事として行われ
ることが多いが、少林寺拳法の大会では一
体に実施してきた。これは、誰もが可能性の
種子であるという少林寺拳法の教えの実践
であり、他人ではなく過去の自分と比較して
成長していることを評価する「絶対評価」の
精神を示すものである。

【大会概要】
日時：2023年10月7日（土）、8日（日）　　　場所：日本武道館（東京都千代田区）
出場者：4000名 ／ 観客数：5000名 ／ スタッフ：500名 ／ 大会来賓：200名 ／ 大会参与：200名

初日夕方には、参加国による個性豊かな演武披露が行

われた。競技演武にとらわれない、斬新なアイディアと

ユーモアが随所にちりばめられており、披露がひとつ終

わるごとに、観客席からは拍手と歓声が沸きあがった。

本大会を取材に訪れた方に話を聞くと、この各国演武

披露が少林寺拳法を象徴しているようで、とても印象

に残った、と話されていた。

２．各国演武披露
世界大会ならではのシーン
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【大会概要】
日時：2023年10月7日（土）、8日（日）　　　場所：日本武道館（東京都千代田区）
出場者：4000名 ／ 観客数：5000名 ／ スタッフ：500名 ／ 大会来賓：200名 ／ 大会参与：200名

閉会式のフィナーレを飾った神田祭の神田神輿。神田

鍛冶町弐丁目町会のご厚意により実現した。「神田祭」

は日本三大祭・江戸三大祭に数えられる。この神輿は、

東京大空襲において奇跡的に難を逃れたもので、日本

復興のシンボル的存在として多くの人を勇気づけてき

た。日本文化の象徴と、コロナ禍からの復興を願う思い

が重なり、会場全体に「わっしょい」の掛け声と、手締め

（手拍子）の音が鳴り響いた。

３．アトラクション／神田神輿
世界大会ならではのシーン

開会式、少林寺拳法普及国の国旗入場が行われ
た。原則、旗手はその国の拳士が行うが、来場して

いない国の旗手は日本の拳士が務めた。40
ケ国もの国旗が整然とはためく姿は、各国

の拳士を奮わせるとともに、これから
始まる交流の祭典への期待を大い

に高めた。

１．国旗入場
世界大会ならではのシーン
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和」に違いなかった。

■みんなが主役
　多くの国から文化も言葉も異なる拳士が
一堂に集まったため、困りごとや笑い話に
絶えない4日間であったが、それらも含めて
国際講習会ならではの思い出と言える。
　前日の昇格考試を含めて、関わった指導
員・考試員、受講者、スタッフ…全員が交流
と独特なシチュエーションを楽しんだ。
　人が集まることで問題も起きるが、一緒
に考えることもできる。心を開いて向き合え
ば、国や言語、文化や習慣が違っても人は
協力し合えるということを、関わった誰もが
実感したのではないだろうか。
　不安定な世界情勢の中で、ここから始まる
「理想境」を改めて信じたい。
　このような輪が世界各地で生まれ、広
がっていくことを期待し、次回の国際講習会
ではパワーアップした世界の拳士と再会す
ることを心から楽しみにしている。

　世界大会同様、国際講習会も6年振りの
開催となった。国際講習会のために来日す
る拳士も多くいた。前日には特別昇格考試
が行われ、延べ4日間にわたる日程の中で、
技術・教えを通した国際色豊かな交流と研
鑽が繰り広げられた。

■“平和”を感じる光景
　恰幅のいいヨーロッパの拳士とインドの
少女拳士が一生懸命に修練していた。豊か
な表情と身振り手振りを頼りにコミュニケー
ションしながらの修練―。
　少林寺拳法を修行していなかったら、こ
の講習会に参加していなかったら、これほ
ど近い距離で触れ合うことは決してなかっ
ただろう。そんなやり取りがそこかしこに溢
れていて、少林寺拳法の持つ“つなぐ力”の
ようなものが感じられる講習会となった。
　地球上には、今なお戦争・紛争のさなか
にある地域があり、「平和」という言葉は安
易に用いられるものではないが、それでも
この講習会が醸し出していた空気は「平

【講習会概要】
日時：2023年10月11日（水）～13日（金）　　　場所：金剛禅総本山少林寺　　　主催：WSKO（少林寺拳法世界連合）
参加国：29ヶ国1地域 ／ 参加人数：470名

世界の拳士が一堂に会

した開会式。鎮魂行が行わ

れた後、参加国が読み上げられ、

その国の拳士が立ち上がるごとに拍

手喝さいが起こった。“聖地”を目の当

たりにした興奮と交流への期待

が一気に盛り上がり、講習会

が幕をあけた。
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【講習会概要】
日時：2023年10月11日（水）～13日（金）　　　場所：金剛禅総本山少林寺　　　主催：WSKO（少林寺拳法世界連合）
参加国：29ケ国1地域 ／ 参加人数：470名

各会場・各グループには通訳ができる拳士がつき、

指導員の説明や受講者からの質問の間に入り、コ

ミュニケーションを図りつつ技術指導が行われた。

技術に関する名称は全て日本語読みで共通してい

るが、細かな意思疎通は英語が基本で、休憩中の談

笑時にはスマートフォンの翻訳アプリを活用する

シーンも見られた。WSKO拳士は探求心が強く、時

間いっぱいまで汗を流し、時には休憩時間も返上し

て指導員に質問するなどしていた。

世界の拳士が一堂に会

した開会式。鎮魂行が行わ

れた後、参加国が読み上げられ、

その国の拳士が立ち上がるごとに拍

手喝さいが起こった。“聖地”を目の当

たりにした興奮と交流への期待

が一気に盛り上がり、講習会

が幕をあけた。

講義では言語別にグループ

を作って着席し、講師が日本語で

話した内容を、通訳者が翻訳して伝え

る。時間はかかるが、受講者は一

様に熱心に聞き入っていた。

2日目の夜、境内で
懇親会。ステージ上で

は様々な出し物が披露され
た。職員による太鼓演奏と演武、

ニュージーランドのハカ、インドネ
シアの伝統舞踊、スペインのフラメン

コ、アメリカはプロポーズ…！？服
装やパフォーマンスの完成度

に、講習中とはまた違った
盛り上がりを見せた。
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世界の拳士がやってきたこの一週間は、準備・運営に関わったすべての人にとってハードな一週間だった。ただ行事を実行するだけ
でも大変だが、今回は言語や文化、宗教など、異なる事情へのきめ細かな配慮が必要となった。身も心もすり減っていくようなスケ
ジュールの中、見えないところでいくつものドラマが生まれた。運営スタッフに聞いたドラマを以下に紹介する。

■�人間らしく生きる
喜びと楽しみ

　私は今回、司会や通
訳として国際講習会
に参加させていただき
ました。
　印象的だったのは、
各国拳士がとにかく
修練に集中、没頭して

いる姿です。講師の話によく耳を傾け、ペア
になったら何度も何度も技を繰り返す。わか
らないことや知りたいことはためらわずに
質問するし、できるようになったら心から喜
び、相手と称え合う…。
　「（中略）自由な活動に真剣に取り組む
時、人間は目的と手段という連関からは一
時的にでも離れて、何らかの喜びや充実を
感じる。（中略）そこに人間が人間らしく生き
る喜びと楽しみがある。」（『目的への抵抗―
シリーズ哲学講話―』國分功一郎著、新潮
新書）
　拳士たちは真剣に修行に取り組んでいま
したが、その中で「理想境をつくるぞ！」と目
的を明確に意識していた人は、きっとほとん
どいなかったと思います。しかし、そこには
確かに、異なる文化の人々が笑顔で喜びを
分かち合う、理想境に近い空間がありまし
た。手段である少林寺拳法を真剣に楽しむ
ことこそが、理想境建設の重要な要素なの
かもしれないと感じました。

■パートナーのケガを乗り越えて
　スリランカのアンジェロ・フェルナンデス拳
士はコロンボ支部の支部長代務。内戦の混
乱により政治亡命を余儀なくされた支部長

に代わり、初段で支部を引き継ぎ、数名の仲
間と共に10年以上も活動を続けてきました。
　世界大会の「各国による演武披露」に、組
演武（一組）でエントリーしていましたが、当
日、パートナーが負傷してしまいました。
　参加取消が危惧され、「演武変更は間
に合いますか？全観衆が注目するプレッ
シャーを克服できますか？」との担当者の問
いに対し「これは夢のような舞台です。感謝
し、挑戦します！」と、彼は緊張気味の笑顔で
答えました。
　いよいよ彼の出番です。
　誇らしく『Sri Lanka』のプラカードを掲げ、
いざアリーナへ！

職員　内藤　将大

職員　志村　力

（WSKO事務局）

9

02-13_冬号.indd   9 2023/12/12   12:21

■朋あり遠方より来る
　1989年の国際交流大会で、スタッフ
として初めて海外拳士と接した34年前
のことを思い出した。
　講習会中のある夜のこと。
　ポルトガルの青年拳士がひとり、仁王
門を入った階段のところで静かに座禅
を組んでいるのをみた。
　私は気になり、その青年拳士に質問
をした。「なぜ、ここで座禅をしているの
ですか？」
　その青年は即座に、「私は二度とこの
場所にくることはないと思う。だから、少
林寺拳法の聖地にあるこの空気をじっ
くりと存分に味わいたい。そして、来るこ

とができなかった地元の拳士にそれを
伝える義務がある」と答えた。
　遠い海外で修行する拳士だからこそ
の思いがひしひしと伝わってきた。
　ちなみに、その時の青年拳士とは、現
在のポルトガル連盟会長、ヌノ・アルブ
ケルケ先生のことで、今回も来日されて
いる。
　また、今回の行事中に聞いたフランス
の青坂先生の言葉も心に残った。

「４年後の創始80周年記念大会には、
帰ってこられるかどうかわからないな」

　その時、その瞬間の学び・気づき・そ

して感動は、また次も味わうことができ
るという保証はどこにもない。
　漠然と「次がある」と思っていた若い
頃とは違い、年齢を重ねて、自分も「次は
どうだろうか…」と思うようになった。だ
からこそ、その一瞬を大事に、思いをつ
なげる行動をしなければならない、と強
く思う。
　開祖語録「今日という日は二度とこな
い、その時々を精一杯生きようじゃない
か、頑張れよ」という言葉が強く心に響
いた。
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　行事進行と並行して、我々若手は“指
導アシスタント”として少林寺拳法世界
連合（以後WSKO）の指導員の先生方
に付きます。攻者役等、指導補佐の役
割をしながら、拳士としても絶好の経験
を積める有難い機会です。
　早速、指導アシスタントの傍ら、
WSKO拳士に交じって修練をしました。
一番はじめに声をかけたのはフランス
連盟の拳士でした。なんと身長2ｍは
あるのではないか⁉という拳士（誇張
なしで）。世界の大きさに息を飲みまし
たが、意を決して「Excuse  Me ,  Le t ’ s  
龍王拳 相対！」と声を掛けたら「Ye s !  
Le t ’ s  do  toge ther !」と満面の笑顔で
返してくれました。（WSKO拳士は技名
等を日本語読みで覚えています）
　最初こそ緊張していましたが、いざ
相対修練をしてみると…緊張なんてし
ている暇がない！ 日本人では考えら
れない間合いからの突き・蹴りがグイ
～～ンと伸びてきます（まるで３Ｄ映

画）。小柄な私は「死ぬ気で捌かなけれ
ば…」と直感し、一度中段に綺麗な逆突
きをもらうも、なんとか喰らいついてい
きました。（ちなみにもらった逆突きは
さながらバズーカ砲のよう）
　お互いに真剣に汗を流し、笑顔で
合掌礼を交わしました。合掌礼が終わ
るとムギュ～っと、笑顔のハグのお礼
が！こちらも嬉しくてたまらず笑顔でム
ギュ！っとハグを返しました。「これぞ世
界…！」というスキンシップに感激しつ
つも、一つのご縁が海を越えて紡がれ
たことを実感し、嬉しく思いました。
　そして、私の脳裏に鮮やかに蘇った
のは、数年前、中国・河南省は嵩山少林
寺の白衣殿で目にした、羅漢練拳図で
した。
　国や人種、言語や宗教に関係なく、楽
しみながらも真剣に汗を流す組手主体
の姿は、まさに宗 道臣 開祖が描かれ
た理想境の一片なのではなかろうかと
感慨に浸りました。

　桃陵公園が少しずつ紅葉に染まり
つつある10月中頃、日本を含む世界
30ヶ国・総勢約500名が少林寺拳法
の聖地に集いました。
　私（中井）は本講習会の進行統括
という大役をいただき、就職して以
来、一番大きな“お勤め”という実感
でした。ハラハラドキドキで初日は
寝不足でしたが、ウトウトする間など
なく、館内を走り回ることになりまし
た。また、職員としても一拳士として
も、初の国際講習会であり、嬉しくて
たまらないという気持ちでありまし
た。　
　また、WSKO拳士の‶学ぼう”とい
う貪欲さには圧倒されました。彼らに
とって、ここ四国・香川県の本部に来
ることは決して容易ではありません。
世界大会も含めたら百万円近くの
出費があった拳士もいると伺いまし
た。中には、一生に一度来られるかど
うか…という拳士もいるそうです。彼

らは、この少林寺拳法の聖地に、筆
舌に尽くしがたい「想い」を持って、
来ているのです。職員として、講習会
運営の末席にいる者として、その想
いを絶対に無駄にしないように精一
杯努めました。
　最終日のお見送りの際には、多く
のWSKO拳士が「ありがとう」「素晴
らしい講習会だった！」「You  we r e 
do ing  a  good  job !」「Let ’ s  meet 
again!」と声をかけてくれ、それが私
にとっては最大級のご褒美でした。
一人ひとりと笑顔で合掌礼をし、握
手をし、時にはハグを交わして、お見
送りしました。
　講習会後も、縁が世界中に広がっ
たような気がして、嬉しさが込み上げ
てきます。きっと少林寺拳法でなけ
れば紡がれなかったご縁もたくさん
あるでしょう。これからもこのご縁を
大切にして修行をしていかねばっ！
と決意を新たに日日是行日です。

編集室・中井が初めて体験した国際行事。面白くも感慨深いドラマがあったようです。
担当ページ「日日是行日」を拡張してお伝えします！
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学生の頃から開祖ゆかりの少林寺拳法グッズを
集めることが趣味。開祖や直弟子の先生方の写真
や映像を繰り返し観ることが幸せの極み。もちろ
ん教えと技法の勉強にも活用させていただきます。

らば、あげたらいい。私は、道衣や帯など
全部あげたこともあるぞ！（笑）」とアドバ
イスをいただきました。
　そのアドバイスに納得し、インドネシ
アの拳士には「ボロボロだがかまわない
ですか？」と尋ねて、以前使っていた黒
帯を差し出しました。その拳士はことの
ほか喜んでくれ、早速その帯を締め、笑
顔で「Ter ima kas ih（テレマカシー：イ
ンドネシア語でありがとうございますの
意）」とお礼を言ってくれました。私も「こ
の帯をあなたにあげます。少林寺拳法を
続けてください！いつか必ずインドネシ
アに行くので、また修練をしましょう！」と
伝え、固い握手を交わしました。
　後でわかったことですが、そのインド
ネシア拳士、同年齢か年下だろうと思
い、フレンドリーに接していたのですが、
実は30歳で私より完全に先輩でした。
次会った時に謝ります。

　インドネシア連盟の拳士と相対演練
を行った後、「仲良くなった記念に写真
を撮ろう！」と誘ってもらいました。その
拳士が私の締めている黒帯を指して、
「記念に貰えないか？」とお願いされま
した。一旦、丁重に断ったのですが、続
いてその拳士は「使っていない帯でも良
いので貰えないか？」と。私は、予備があ
るか確認すると伝え、その場は終えまし
た。
　その後、冷静になって疑問が浮かびま
した。「そもそも黒帯を渡して良いんだろ
うか？」
　そこで、海外指導経験豊富な新井庸
弘先生（当連盟 元会長）に相談してみま
した。ちなみに本講習会の指導員には
中井の尊敬する憧れの先生方が揃い踏
み！ 夢のようでした！
　さて、先生からは「彼らにとっては信頼
の証だから、自分の心がいいと思うのな

10
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開祖の言葉を胸に。愛民愛郷
の精神を少林寺拳法で教える

　現在、世界で最大規模を誇るインドネシ
ア少林寺拳法連盟の原点は、インドラ・カル
タサスミタ氏（初代インドネシア連盟会長）
ら数名の日本留学に遡る。
　日本の大学で留学生として学んでいたイ
ンドラ氏が、開祖の元を訪ねて（当時の京
都別院）入門した。開祖からは「私が帰国し
た時には、日本は戦争に負けたばかりで、国
民は自信を失っていた。そこで、日本人の精
神を高めるために少林寺拳法を始めた。だ
から君も、インドネシアに帰ったら、国づくり
のために少林寺拳法をやれ」と激励された
という。
　『少林寺拳法五十年史』（1997年）におい
てインドラ氏は、『私の指導は本当にきつい
から、100人入会しても残るのは3人くらい。
でも、その3人は少林寺拳法のため、国のた
めに一生懸命になれる人です。私はそんな
人を育て、祖国インドネシアを素晴らしい国
にするのです」と熱い思いを語っている。
　インドラ氏とともに日本に留学して少林
寺拳法を学んだメンバーのほとんどは、後
に国務大臣や国営企業の幹部などに就任
し、インドネシア国内での大きな影響力を
持つ人物となり、開祖の「社会に役立つリー
ダーになれ」という教えを体現した。

この機会に、世界でどのように少林寺拳法が根付いていったのかを紹介する。中でも歴史の古い、インドネシアとフランスの２ヶ国を
クローズアップした。

※1…International Shorinji Kempo Federationの略
※2…World Shorinji Kempo Organizationの略

■WSKOの歩み
　1947年の少林寺拳法創始以来、その志
に共鳴した幾人もの有志によって世界各地
に少林寺拳法の種が蒔かれ、民族、政治、
文化といった違いを越えて、少林寺拳法の
歴史が紡がれてきた。
　1972年に国際少林寺拳法連盟（ISKF※1）
が発足し、74年にはISKFが発展的に解消さ
れて、少林寺拳法世界連合（WSKO※2）が結
成された。
　この時点で、日本以外で活動する国は、
アメリカ、カナダ、ブラジル、インドネシア、マ
レーシア、シンガポール、フィリピン、イラン、
ニュージーランド、オーストラリア、フィンラ
ンド、フランス、イタリア、スペイン、スウェー
デンの15ヶ国、拳士は約７千人であった。
　現在、世界における少林寺拳法は、日本
を含め40ヶ国と1地域、現役会員（拳士）は
約22万人である。一人の日本人（開祖 宗 
道臣）から始まった少林寺拳法は、世界の
各地域に広がった。
　ちなみに、生前に開祖は「少林寺拳法の
技法だけなら伝わるかもしれないが、それ
だけでは意味がない。少林寺拳法を創始し
た当初は、私の思いがこのような形で賛同
を得て、海外にまで広まるとは思っていな
かった」と語っている。

左端がインドラ氏

13

02-13_冬号.indd   13 2023/12/13   10:57

日本人以上に日本的…。常に
背中を見せ続けた50年

　フランスにおける少林寺拳法の歩み
は、1972年、青坂 寛氏（元WSKO理事）
の渡仏から始まる。大学を卒業してわずか
2年。フランス語は「メルシー（ありがとう）」と

「ジュテーム（愛してる）」しか知らないままの
渡仏だった。
　青坂氏が最初に開設した支部は、 パリ支
部で、 72年のことだったが、当時フランスで
は、ある程度の地位や信用がなければ満足
に活動できない国柄で、少林寺拳法の普及
どころか、練習場所を借りることさえできな
かったという。そこで当初は、空手道場を回
り、技を披露して入会希望者を集めた。
　この支部を構えた場所は、もとは空手道
場だったが、その指導者が青坂氏に惚れ込
んで弟子となり、少林寺拳法に転向したも
のであった。そして次第にパリで話題にな
り、拳士が増え続けたため、何カ所にも分か
れて練習していたという。
　フランスの拳士に触れた日本人指導者が

「日本人以上に日本的」と評したことがある。
　ただ、青坂氏も悩みながら今のフラン
ス連盟を育てあげてきた。ある時のインタ
ビューで「初めの何年かは、弟子たちを引っ
張っていくためには、とにかく強くなければ
と技の指導にばかり力を入れていました。

その一方で、どうすれば、少林寺拳法のもつ
精神性を伝えられるのかと悩み、何日も野
原で、一人で座禅をしたこともあります。で
も、それでは答えは出ませんでした。結局、
武道というのは行動の美学ですから、『この
人から学びたい』と思わせたければ、行動
で表すしかないんだと気づいたのです」と
語っている。
　その青坂氏の背中を見続けて、フランス
連盟の拳士は、礼儀作法を重んじ、常に気
遣いを忘れない。相手のことを考えた言動
を心がけ、乱捕りで攻防が極まった際には
自ら相手を認めて合掌礼を行うことが習慣
となっている。

演武を行う青坂氏（演武者中央）

12
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少
林
寺
拳
法
の
理
法
を
活
か
す

第十一回

人
、人
、人

す
べ
て
は
人
の
質
に
あ
る

１
９
８
７
年
の
春
、中
学
を
卒
業
し

た
私
は
地
元
・
岡
山
を
離
れ
香
川
県
に

あ
る
高
専（
高
等
専
門
学
校
）に
入
学

し
、そ
こ
で
少
林
寺
拳
法
部
に
入
部
し

た
こ
と
が
拳
士
人
生
の
ス
タ
ー
ト
に
な

り
ま
す
。

そ
の
当
時
、開
祖
が
遺
さ
れ
た
珠
玉

の
言
葉
に
た
だ
た
だ
痺
れ
て
い
た
の
を

今
で
も
覚
え
お
り
、そ
の
中
で
も
敢
え

て
一つ
選
ぶ
と
す
れ
ば
見
出
し
の「
す
べ

て
は
人
の
質
に
あ
る
」に
な
り
ま
す
。社

会
人
を
30
年
ほ
ど
経
験
し
て
き
ま
し

た
が「
上
に
立
つ
人
間
の
質
で
組
織
は

良
く
も
悪
く
も
な
る
」と
肌
身
で
感
じ

て
お
り
、普
遍
的
な
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

当
身
の
五
要
素

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
通
信
を
中
心
に
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、そ

の
通
信
を
可
能
と
し
て
い
る
根
幹
が
基

地
局
と
呼
ば
れ
る
施
設（
い
わ
ゆ
る
ア

ン
テ
ナ
）に
な
り
ま
す
。私
は
、そ
れ
ら

基
地
局
の
建
設
・
運
用
保
守
を
す
る
部

門
で
長
ら
く
働
い
て
い
ま
す
が
、か
な

り
の
頻
度
で
対
外
的
な
交
渉
事
が
あ

り
、そ
こ
で
活
き
て
く
る
の
が「
当
身
の

五
要
素
」で
し
た
。

思想・理法・縁について

交
渉
前
に『
話
の
ポ
イ
ン
ト（
急
所

の
位
置
）・
距
離
の
取
り
方（
当
身
の
間

合
）・
持
っ
て
行
き
方（
角
度
）・
進
め
方

（
速
度
）・
想
定
外
と
考
え
ら
れ
る
条

件（
虚
実
）』な
ど
に
つ
い
て
、頭
の
中
を

ま
と
め
て
か
ら
臨
む
こ
と
に
よ
り
、幾

度
と
な
く
困
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。こ
れ
は
、決
し
て
自
分
で
編
み

出
し
た
も
の
で
は
な
く
、生
前
の
開
祖

が
実
践
さ
れ
た
こ
と
を
高
弟
の
方
が
何

か
の
文
章
で
記
さ
れ
て
い
て
真
似
を
し

た
だ
け
で
す
。こ
の
よ
う
に
、少
林
寺
拳

法
の
理
法
は
現
実
世
界
で
活
用
で
き

る
証
で
あ
り
、逆
に
い
え
ば
活
用
で
き

て
こ
そ
理
法
が
身
に
付
い
た
証
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

人
と
の
縁

私
の
師
匠
に
あ
た
る
当
時
の
少
林
寺

拳
法
部
監
督
を
筆
頭
に
、少
林
寺
拳
法

を
通
し
て
多
く
の
先
生
方
・
先
輩
方
と

の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の

ご
縁
に
よ
り
、助
け
ら
れ
、救
わ
れ
て
き

た
こ
と
は
一
度
や
二
度
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。正
に
、い
ま
私
が
存
在
で
き
て
い
る

所
以
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。頂
い
た
ご
縁
と
教
示
い
た
だ
い
た

こ
と
を
次
代
へ
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
、

微
力
な
が
ら
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

四国実業団少林寺拳法連盟の皆さんと。宗道臣デー活動での集合写真。（前列左から二人目が筆者）
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令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
・
少
林
寺
拳
法
競
技
開
催
期
間
の

初
日（
７
月
21
日（
金
））、秋
篠
宮
皇
嗣
・

同
妃
両
殿
下
の
ご
来
臨
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。午

後
、秋
篠
宮
ご
夫
妻
が
会
場
に
到
着

さ
れ
、席
に
お
座
り
に
な
っ
た
直
後
に
女
子

組
演
武
予
選
競
技
Ⅰ
出
場
選
手
が
入
場

し
、選
手
・
審
判
員
が
秋
篠
宮
ご
夫
妻
に
礼

を
行
っ
た
後
に
競
技
を
開
始
し
ま
し
た
。

ご
夫
妻
の
横
で
は
、石
井
航
太
郎
全
国

高
体
連
専
門
部
部
長
が
説
明
を
行
い
、ご

夫
妻
は
そ
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

演
武
が
終
わ
る
た
び
に
選
手
に
拍
手
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

ご
夫
妻
か
ら
は
、演
武
の
構
成
、ル
ー
ル

の
特
徴
、合
掌
礼
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、石
井
部
長
が
説
明
さ

れ
る
と「
二
人
の
息
が
合
わ
な
い
と
い
け
な

い
ん
で
す
ね
」な
ど
の
感
想
を
述
べ
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。

最
後
、帰
ら
れ
る
際
に
は
、秋
篠
宮
殿

下
が
会
場
に
む
か
っ
て
合
掌
礼
を
さ
れ
ま

し
た
。石
井
部
長
の
熱
心
な
説
明
に
よ
り
、

少
林
寺
拳
法
の
あ
り
方
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、合
掌
礼
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、大
変

に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
た
。

皇
族
よ
り
少
林
寺
拳
法
の
大
会
、行
事

に
ご
来
臨
い
た
だ
く
機
会
は
近
年
に
は
無

く
、少
林
寺
拳
法
全
体
に
と
っ
て
も
、非
常

に
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
内
外
に
は
関
係
者
の
他
、地
元
市

民
も
来
場
し
、多
く
の
報
道
機
関
も
取
材

に
訪
れ
た
中
で
、少
林
寺
拳
法
の
演
武
を
ご

覧
い
た
だ
き
、全
国
に
報
道
さ
れ
た
こ
と
で

大
き
な
広
報
の
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

お
迎
え
す
る
に
あ
た
っ
て
多
大
な
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
開
催
地
・
北
海
道
高
体

連
専
門
部
、全
国
高
体
連
専
門
部
の
皆
様

に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

演
武
・
合
掌
礼
な
ど
に
つ
い
て
ご
質
問
。

「
二
人
の
息
が
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
ね
」

コートに近い最前列にお座りになられ
たご 夫 妻 。コートで 演 武 が 終 わるた
びに笑顔で拍手をいただきました。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
て

秋
篠
宮
殿
下
ご
夫
妻
、

少
林
寺
拳
法
を
ご
観
覧

翔び立て若き翼 北海道総体 2023

文
・
編
集
室

本記事は各方面に確認が必要であったため、このタイミングでの掲載となりました。ご了承ください。
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ワ
ー
を
調
整
す
る
こ
と
が
、ケ
ガ
や
事

故
を
防
ぐ
う
え
で
の
大
前
提
に
な
り

ま
す
。

◆
見
抜
く
目

運
動
能
力
に
格
差
が
あ
る
者
同
士

の
相
対
演
練（
法
形
や
演
武
な
ど
）で

は
特
に
ケ
ガ
・
事
故
の
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。

そ
し
て
、危
険
信
号
を
感
じ
る
と
き

と
い
う
の
は「
技
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な

い
」と
き
で
す
。指
導
者
は
こ
の
と
き
、

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を

た
だ
指
摘
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
根

本
理
由
を
見
抜
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

手
先
や
足
先
に
注
目
し
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、下
半
身
の
使
い
方
に
問

題
が
あ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。手
足
は

そ
れ
単
体
で
動
作
を
行
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。肩
や
腰
を
通
じ
て

全
身
は
繋
が
っ
て
お
り
、私
の
経
験
上

も
、そ
の
連
携
の
不
調
に
よ
っ
て
末
端

の
手
足
が
う
ま
く
使
え
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

指
導
者
は
、法
形
や
演
武
の
結
果

（
形
）だ
け
見
る
の
で
は
な
く
、そ
の

結
果
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
必
要

な
条
件
を
掘
り
下
げ
て
理
解
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
一
時
に
一
事
」
の
原
則

3

修
練
中
の
危
険
を
で
き
る
限
り
回
避
す
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
体
力
と
身

体
操
作
能
力
に
変
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
を

前
提
に
し
て
、
一
度
に
多
く
の
こ
と
を
求
め

す
ぎ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

指
導
者
は
、「
漸
々
修
学
」「
一
時
に
一
事
」

の
原
則
に
立
ち
戻
っ
て
、
明
確
に
ポ
イ
ン
ト

を
示
し
、
苦
手
な
ポ
イ
ン
ト
を
一
つ
ず
つ
ク

リ
ア
で
き
る
よ
う
導
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
以
下
に
事
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

【メニューの考え方】　※一例

攻撃に合わせて退がる練習から始める。（写真 A）

　➡適切な距離（間合）を掴む練習に移る。（写真 B）

　　➡後ろ足に体重をしっかり乗せる（軸足を安定させる）練習に移る。（写真 C）

　　　この段階に至ったら、①～③の根本理由を解消できている可能性が髙い。早けれ

ばこの段階で連受ができるようになる。

問題点　上中二連突に対する連受ができない

③　足捌きが不十分
　➡　理由：攻撃に合わせて退がることができない

②　反身・引身が不十分
　➡　理由：重心移動ができていない

①　受けが遅れる
　➡　理由：攻撃に対して恐怖心がある

【現象とその理由】　※一例

現象を指摘するだけでは、
動きを修正することができ
ない子どもも少なくありま
せん。その現象の根本要
因にアプローチできるメ
ニューを構成することが大
切です。

体勢は悪くてもよいので、まずは相手
の攻撃に合わせて足を使って退がらせ、
必要以上に間合いをとらせます。攻撃
に対して「反応できる」「当たらない」
と認識できるようになると、恐怖感が
和らぎます。

同じく体勢は悪くてもよいので、Aで
行った必要以上の間合いを少しずつ詰
めさせます。繰り返して、どれくらい
退がればよいかという距離感を掴ませ
ます。

16-17_冬号_02.indd   17 2023/12/26   12:13

16

こ
の
一
年
間
、「
身
を
護
る
」と
い
う

観
点
で
、ケ
ガ
を
し
な
い
た
め
の
修
練

方
法
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。よ
い
修

練
は
身
体
が
資
本
で
す
の
で
、身
体
づ

く
り
こ
そ
、そ
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、特
に
少
年
部
指
導
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
何
か
ら
始
め
る
べ
き
か

上
に
示
し
た
通
り
、子
ど
も
た
ち
の

運
動
能
力
は
変
化
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
子
た
ち
の
得
意
・
不
得
意
を
理
解

し
て
修
練
メ
ニ
ュ
ー
や
強
度
を
調
整
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。数
値
か
ら
も
、

指
導
者
自
身
や“
で
き
る
子
ど
も
”の

運
動
能
力
を
基
準
に
し
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
解
っ
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
運
動
能
力
を
見

定
め
な
が
ら
、負
荷
や
ス
ピ
ー
ド
、パ

執
筆
者

　
　志
村

力

身
体
操
作
能
力
の
低
下

2

下
の
表
か
ら
、50ｍ
走
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
の
数
値
低
下
が
著

し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ
に
は
、単
純
な
体
力
だ
け
で
な
く
、肩・

腰・脚・腕
…
と
い
っ
た
各
部
の
は
た
ら
き
を

効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
能
力
が
必
要
に

な
り
ま
す
。基
礎
体
力
の
低
下
傾
向
に
加

え
、複
雑
な
身
体
動
作
を
組
み
合
わ
せ
る

力
も
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま

す
。「

肩・腰・脚・腕
…
」と
聞
い
て
ピ
ン
と
こ

ら
れ
た
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
れ

ら
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
の
は
少
林
寺
拳

法
も
同
じ
で
す
。

指
導
者
は
、子
ど
も
の
体
力・身
体
操
作

能
力
の
変
化
を
前
提
に
、修
練
を
構
築
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。こ
の「
前
提
」を
誤
認
す

る
と
、負
荷
の
か
け
す
ぎ
に
よ
る
ケ
ガ
や
、

で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
自
信
喪
失
な
ど
の

リ
ス
ク
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

世代 性 身長 50m走 ソフトボール投げ

1992年の11歳児（現42歳） 男 144.6㎝ 8.69 秒 32.71m
女 146.4㎝ 8.96 秒 18.69m

2022年の11歳児（現12歳） 男 146.1㎝ 8.94 秒 25.39m
女 147.9㎝ 9.26 秒 15.22m

表　11 歳児の運動能力比較

少
年
部
指
導
に
お
い
て
、相
対
修
練
中
に
危
険
を

感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。以
前
と
比

べ
て
、基
本
的
な
運
動
能
力
が
低
下
し
て
い
る
よ

う
に
も
感
じ
る
の
で
す
が
…
。

基礎体力の低下1
　時代とともに大きく生活環境が変わってきて、子どもの発育・発達にも変化が生じて
います。いま目の前にいる子どもが、何ができて・何ができないのか、指導者は一旦
先入観を捨てて、正確に評価して指導にあたる必要があります。

表　体力合計点の状況（小学生）

　表の通り、スポーツ庁発表「令和 4年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」
によると、2008 年度の調査開始以来、最低点となっています。このような基礎体力
の低下は、車やエスカレーター・エレベーターなどが普及して生活の利便性が高まって
いることや、TVゲームが普及して公園などが減り、外で遊ぶ機会が減少していること
などが背景にあると考えられます。

本ページの各データは、文部科学省の報告を出典元としています。
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続
き
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

■
木
葉
の
攻
め

木
葉
丁
字
は
、木
葉
返
や
木
葉
送
と
同
様
、木

葉
の
掴
み
方
で
相
手
と
接
触
し
ま
す
。（
写
真
１
）

こ
の
時
、相
手
の
手
の
平
を“
ぐ
し
ゃ
”と
潰
す
よ

う
な
掴
み
方
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。（
写
真
２【
悪
い
例
】）

基
本
的
な
捕
り
方
を
解
説
し
ま
す
。左
足
を
踏

み
込
み
、右
丁
字
で
相
手
の
拳
頭（
関
節
）を
下
方

へ
向
か
っ
て
攻
め
ま
す
。相
手
は
、強
い
痛
み
で
体

勢
が
沈
み
、右
足
に
重
心
が
片
寄
り
、回
転
の
軸

足
と
な
り
ま
す
。（
写
真
３
）我
は
、常
に
相
手
の

指
先
が
反
り
返
る
方
向
へ
巻
き
込
み
続
け
な
が

ら
、相
手
の
右
腕
を
内
旋
さ
せ
ま
す
。（
写
真
４
）

筆
者
の
経
験
上
、こ
の
段
階
で
多
く
の
方
が
右

腕
の
内
旋
に
集
中
し
、拳
頭
の
攻
め
が
抜
け
る

方
が
と
て
も
多
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。拳
頭
へ
の

攻
め
が
抜
け
て
も
、勢
い
で
回
転
さ
せ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、回
転
が
止
ま
っ
て
体
勢
が
戻
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
写
真
５

【
悪
い
例
】）

■
固
め
る
、ま
た
は
固
め
て
連
行
す
る

こ
の
技
の
極
め
は
、投
げ
た
り
倒
し
た
り
す
る

の
で
は
な
く
、逆
を
捕
っ
て
固
め
る
ま
で
と
な
り

ま
す
。（
写
真
６
）そ
の
あ
と
は
当
身
ま
た
は
連
行

等
、状
況
に
応
じ
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

当
身
は
、足
刀
蹴
で
刈
足
を
す
る
こ
と
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
場
合
、後
頭
部
か
ら

倒
れ
た
り
膝
を
ケ
ガ
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
動
画
で
は
中
段
廻
蹴

を
し
て
い
ま
す
）

① 木葉の掴み方

③

⑤
拳頭への攻めが抜ける

④

悪い例

手の平を潰して握る

②

木葉丁字を極めるポイント

１．�相手の顔より高い位
置で捕ってください。
手の位置が下がると
技の効きが甘くなり
逃げやすくなります。

２．�拳頭への攻め（指先
を反り返らせる）を続
けてください。単に吊
り上げているだけで
は痛みはありません。
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執
筆
者
／
荒
井
章
士

木葉丁字の
動画視聴はこちらから

■
旧
来
か
ら
あ
る
技

木
葉
丁
字
に
つ
い
て
、少
林
寺
拳
法
教
範
で
は

「
右
手
で
相
手
の
右
手
甲
側
の
四
指
を
順
に
握

り
丁
字
を
き
か
せ
て
内
か
ら
外
に
反
転
さ
せ
、裏

返
し
て
捕
る
の
で
あ
る
。」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
形
は
、１
９
７
６（
昭
和
51
）年
版
の
教

範（
薄
茶
の
表
紙
）か
ら
登
場
し
て
い
る
の
で
、同

じ
く
そ
こ
で
登
場
し
た
表
熊
手
返
、送
肘
攻
表
、

逆
木
葉
返
、送
合
掌
木
葉
投
等
と
同
じ
よ
う
に
後

発
の
技
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、木

葉
丁
字
は
、年
代
不
祥
で
す
が
、旧
来
よ
り
本
部

で
指
導
・
練
習
さ
れ
て
き
た
技
で
す
。

他
方
、１
９
５
５（
昭
和
30
）年
版
の
教
範（
増

補
版
）に
は
、金
剛
拳
に
木
葉
丁
字
捕
と
い
う
法

形
が
あ
り
、説
明
に
は「
右
手
で
相
手
の
右
四
指

を
外
か
ら
順
に
、右
丁
字
を
き
か
せ
て
写
真
の
如

く
裏
返
し
て
捕
る
。」と
あ
り
、現
教
範
の
木
葉
丁

字
の
説
明
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、そ

の
後
の
教
範
で
木
葉
丁
字
捕
は
不
掲
載
と
な
り
、

１
９
７
６
年
版
か
ら
龍
華
拳
、木
葉
丁
字
が
登

場
し
ま
す
。

筆
者
は
、木
葉
丁
字（
龍
華
拳
）と
木
葉
丁
字
捕

（
金
剛
拳
）は
同
じ
法
形
で
は
な
い
か
と
推
察
し

て
い
ま
す
が
、ま
だ
確
証
が
あ
り
ま
せ
ん
。引
き

⑥

　３． ショルダーバッグを
担ぐようなイメージ
で、我の右肩を相手
の背に向けると連行
しやすくなります。
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大
ヒ
ッ
ト
映
画「
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
」

（
２
０
１
６
年
、庵
野
秀
明
総
監
督
、

東
宝
・
シ
ネ
バ
ザ
ー
ル
）以
来
、「
シ
ン
」

の
名
が
し
ば
し
ば
作
品
名
な
ど
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
新
」の

意
味
だ
け
で
は
な
く
、「
真
」「
神
」「
震
」

「
進
」「
信
」な
ど
と
、見
た
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の「
シ
ン
」の
意
味
を
自
由
に
思
い

描
く
こ
と
を
意
図
し
た
庵
野
監
督
の
発

案
の
よ
う
で
す
。

大
怪
獣
ゴ
ジ
ラ
は
、人
間
が
生
み
出

し
た
核
の
恐
怖
の
象
徴
と
し
て
誕
生

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（COVID-19

）に

よ
り
、ウ
サ
ギ
跳
び
を
原
因
と
す
る
疲

労
骨
折
の
事
例
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た

（
島
根
大
学
整
形
外
科
学
教
室
の
症

例
）。高

校
１
年
生
の
Ａ
君（
15
歳
）。剣
道

部
に
入
部
し
ま
し
た
が
、CO

VID-19

感
染
流
行
の
た
め
に
、部
活
動
は
11
ヶ

月
間
休
止
。そ
し
て
よ
う
や
く
部
活
が

再
開
さ
れ
、監
督
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、

自
粛
生
活
が
続
い
て
体
力
が
落
ち
て
い

る
た
め
、「
基
礎
体
力
養
成
」を
目
的
と

し
て
、剣
道
の
訓
練
の
か
つ
て
の
代
表

の
よ
う
な「
竹
刀
を
振
り
な
が
ら
の
ウ

サ
ギ
跳
び
」を
毎
日
行
っ
た
の
で
す
。結

果
、両
方
の
す
ね
の
上
後
方
の
痛
み
が

生
じ
、整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診

し
た
と
こ
ろ
、「
両
側
腓ひ

骨こ
つ

疲
労
骨
折
」

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。特
に
ギ
プ
ス
固

定
な
ど
の
本
格
的
な
治
療
を
す
る
こ

と
も
な
く
、運
動
休
止
を
指
示
さ
れ
、

３
ヶ
月
で
無
事
部
活
動
に
復
帰
で
き
ま

し
た
。

い
わ
ゆ
る「
ウ
サ
ギ
跳
び
」は
、か
つ

て
は
ス
ポ
ー
ツ
や
武
道
の
現
場
で
は
、

非
常
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
き
た
訓

練
法
で
、人
気
の
ス
ポ
根
マ
ン
ガ『
巨
人

の
星
』（
原
作
：
梶
原
一
騎
、作
画
：
川

崎
の
ぼ
る
）の
影
響
も
あ
っ
て
、運
動
部

活
動
等
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
の
一つ
と
し
て

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。お
そ
ら

く
40
代
以
上
の
少
林
寺
拳
法
の
拳
士

は
、ほ
ぼ
全
員
ウ
サ
ギ
跳
び
の
経
験
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、実
は
ウ
サ
ギ
跳
び
は「
百
害

あ
っ
て
一
利
な
し
」な
の
で
す
。基
礎
体

力
養
成
、下
肢
筋
力
強
化
、持
久
力
強

化
な
ど
の
効
果
が
な
い
ば
か
り
か
、腓

骨
疲
労
骨
折
を
は
じ
め
、膝
半
月
板
損

傷
、オ
ス
グ
ッ
ト
・シ
ュ
ラ
ッ
タ
ー
病（
オ

サ
ラ
の
下
の
脛
骨
結
節
と
い
う
軟
骨
の

障
害
で
、痛
み
と
共
に
腫
れ
あ
が
る
）な

ど
を
引
き
起
こ
す
の
で
す
。

特
に
、今
回
の
事
例
の
よ
う
に
成
長
・

発
達
期
の
中
学
高
校
生
徒
に
実
施
さ

せ
ら
れ
る（
大
人
の
指
導
者
の
誤
っ
た

指
示
に
よ
る
）例
が
多
く
、そ
の
効
果
を

期
待
し
て
本
人
た
ち
は
熱
心
に
ウ
サ
ギ

跳
び
を
行
う
の
で
す
が
、結
果
、脚
を
痛

め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ジ
ャ
ン
プ
の
た
び
に
、腓
骨（
す
ね
の

「
シ
ン
・
ウ
サ
ギ
跳
び
骨
折
」

東
京
健
康
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総
合
研
究
所
所
長

武
藤
芳
照

執筆者／武
むとう

藤 芳
よしてる

照

東京健康リハビリテーション総合
研究所所長、東京大学名誉教授。
専門：スポーツ医学。 1950（昭和
25）年、愛知県生まれ。 75年、名
古屋大学医学部卒業。医学博士。
81年、東京厚生年金病院整形外科
医長。 93年、東京大学教授。 95
年、東京大学大学院教授。2009年、
同大教育学研究科長・教育学部長。
11年、東京大学理事・副学長。 13
年、日体大総合研究所所長。ロサ
ンゼルス、ソウル、バルセロナ五
輪の水泳チームドクター。日本転
倒予防学会初代理事長・名誉会員、
スポーツ・コンプライアンス教育
振興機構初代代表理事。一般財団
法人 少林寺拳法連盟顧問。

外
側
に
あ
る
細
い
骨
）が
、弦
の
よ
う
に

繰
り
返
し
た
わ
む
た
め
に
、上
三
分
の

一
の
部
位
に
ス
ト
レ
ス
が
反
復
加
わ
り
、

つ
い
に
は
、骨
が
疲
れ
て
折
れ
て
し
ま

う
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
。

こ
の
事
例
で
は
、長
い
自
粛
生
活
の

後
の
訓
練
が
原
因
で
、体
重
も
以
前
よ

り
も
増
え
る
一
方
、筋
肉
量
・
筋
力
は
低

下
し
た
と
も
推
測
さ
れ
る
の
で
、余
計

に
疲
労
骨
折
を
起
こ
す
リ
ス
ク
が
高

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

25
年
ほ
ど
前
に
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の

立
場
か
ら
、私
達
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が

「
ウ
サ
ギ
跳
び
禁
止
」の
声
を
上
げ
始

め
て
、社
会
啓
発
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

現
代
で
は
も
う
絶
滅
し
た
と
考
え
て
い

た
ウ
サ
ギ
跳
び
に
よ
り
、高
校
生
の
疲

労
骨
折
が
発
生
し
た
こ
と
を
初
め
て
聞

い
た
時
は
、ゴ
ジ
ラ
再
出
現
と
同
様
に
、

「
シ信ン
」じ
ら
れ
な
い
思
い
で
し
た
。
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現
在
、世
界
の
実
相
の
中
で
い
ち
ば
ん
大

切
な
こ
と
、科
学
の
進
歩
は
、時
間
と
空
間
を

極
度
に
短
縮
し
ま
し
た
ね
。で
、大
宇
宙
の
一
つ

の
ち
っ
ぽ
け
な
星
に
す
ぎ
な
い
、こ
の
地
域
に

住
ん
で
い
る
わ
れ
わ
れ
人
類
の
社
会
は
、い
ず

れ
、一
つ
の
共
同
体
に
収し
ゅ
う
れ
ん斂

さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
、私
は
思
う
。何
百
年
か
か
る
か
、そ

れ
は
わ
か
ら
ん
が
、こ
れ
は
、必
然
だ
と
信
じ

て
い
ま
す
。さ
あ
、そ
の
時
に
で
す
。各
々
の
民

族
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
や
文
化
に
基
づ
く
生

活
を
営
み
な
が
ら
も
、相
互
に
協
調
し
、融
和

高い道義心
担当／矢原 孟

一般財団法人 少林寺拳法連盟

会長　宗 昂馬

し
、し
か
も
そ
れ
が
何な

ん
び
と人

と
い
え
ど
も
、権
力

に
よ
っ
て
支
配
せ
ず
、最
新
科
学
の
生
み
出
す

無
限
の
富
を
活
用
し
て
、豊
か
な
生
活
を
確

立
し
、人
間
の
霊
性
に
基
づ
く「
高
い
道
義
心

に
よ
っ
て
調
和
さ
れ
、平
和
で
豊
か
な
理
想
社

会
ま
で
発
展
す
る
こ
と
が
、人
類
、最
高
・
最
終

の
理
想
」、こ
れ
が
、本
当
の
姿
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。私
が
夢
見
て
い
る「
理

想
境
」と
は
、こ
う
い
う
世
界
な
の
で
す
。

77
年
８
月

第
二
次
指
導
者
講
習
会

　読者の皆様、新年明けましておめでと
うございます。
　どんな風に一年を過ごすのか考える
時期ですね。目標を持って、そこへ向か
う毎日の努力を積み重ね、今年が一番
良い一年だったと言えるような過ごし
方をしたいですね。
　さて、近年、何かに依存的に生きてい
る人が多いように感じることが多くあ
ります。
　何かをしてもらうのが当たり前のこ
とのように染みついていて、その当たり
前が崩れたときに精神的に取り乱して
しまう…。そういう人のことです。それは
実は、依存状態なのではないかと思うの
です。
　その「当たり前」の後ろにあるのは、愛
や思いやりです。便利さが加速する中で
も、その恩恵に感謝することができ、背
景にある愛と思いやりを想像できる―。
そういう人が社会や組織のリーダーに
なることで、戦争や犯罪、理不尽やハラ
スメントが減って行くのだと思います。
　そういった想像力が、この法話に言う
「高い道義心」の一端なのではないで
しょうか。　
　昨今のＳＮＳなどでは、経済的に充足
することが全てのように感じている個
人は少なくないようです。しかし、そこに
精神的な充足や自立が伴わなければ、
本当に住みよい社会にはなりません。
　精神的な乱れを人にぶつけて解消す
るのではなく、自らの思考や行動を変
えることできちんと消化し、受け止める
―。高い道義心を身につけ、優しい想像
力に溢れた社会を、まずは日本から実現
していきたいですね。
　今年一年を通して、精神的自立『自己
確立』に少しずつ近づいて行けるよう私
も努力して参ります。
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以
前
、鈴
木
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官（
当
時
）か
ら

「
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
ス
ポ
ー
ツ
の

価
値
の
普
及
の
在
り
方
」と
題
し
て
審
議
依
頼

を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
と
き
に
、ス

ポ
ー
ツ
の
喜
び
と
い
う
の
は
、障
が
い
者
も
含

め
た
様
々
な
立
場
の
人
々
が
一
定
の
ル
ー
ル
の

も
と
に
集
い
、身
体
の
共
鳴
を
通
じ
て
、場
を
一

緒
に
構
成
す
る
仲
間
に
な
れ
る（
同
調
で
き
る
）

こ
と
だ
と
い
う
趣
旨
の
答
申
を
し
た
ん
で
す
。

近
年
、成
績
や
メ
ダ
ル
の
数
ば
か
り
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
て
、や
っ
ぱ
り
そ
れ
は
お
か
し
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。先
に
も
述
べ
た
通
り

（
前
号
参
照
）、私
は
、ケ
ン
カ
と
い
う
の
は
和

解
の
た
め
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
、ス

ポ
ー
ツ
で
も
勝
敗
を
決
め
た
あ
と
は
友
達
に
な

れ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

特
に
若
い
世
代
は
競
い
合
う
こ
と
に
熱
中
し

ま
す
。そ
の
行
為
の
目
的
や
位
置
づ
け
を
、指

導
者
が
ど
の
よ
う
に
説
い
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
が
重
要
で
す
ね
。

私
は
強
さ
以
上
に「
美
し
さ
」も
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。美
し
さ
が
あ
る
と
い
う
の
は
、

ケ
ン
カ
と
か
暴
力
、戦
争
な
ん
か
と
は
全
く
違

う
部
分
な
ん
で
す
。「
美
し
い
」と
思
う
気
持
ち

が
噛
み
合
う
こ
と
で
我
々
は
満
足
で
き
る
し
、

信
頼
関
係
も
築
け
ま
す
。身
体
と
構
え
の
美
し

さ
と
い
う
の
が
人
を
惹
き
つ
け
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
を
競
う
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
私

は
思
い
ま
す
。

先
生
は
、ご
著
書
の
中
で
も
戦
争
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

総合地球環境学研究所 所長。京都大学理学部卒、同大学院理学研究科博士課程退学、理学博士。
（財）日本モンキーセンターリサーチフェロウ、京都大学霊長類研究所助手、京都大学理学研究科助教授、教授、同大学
理学部長、理学研究科長を経て、2020年9月まで京都大学総長を務める。
日本霊長類学会会長、国際霊長類学会会長、国立大学協会会長、日本学術会議会長、内閣府総合科学技術・イノベー
ション会議議員、環境省中央環境審議会委員を歴任。2021年4月より総合地球環境学研究所所長を務める。京都芸
術文化センター理事長、京都府国際センター理事長、大阪関西万博シニアアドバイザー。
鹿児島県屋久島で野生ニホンザル、アフリカ各地でゴリラの行動や生態をもとに初期人類の生活を復元し、人類に特
有な社会特徴の由来を探っている。

「
勝
た
な
け
れ
ば
未
来
は
開
け
な
い
」と
い
う

幻
想
が
社
会
を
侵
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。む

し
ろ
自
分
が
引
き
下
が
る
こ
と
で
、相
手
に
利

益
を
も
た
ら
し
、そ
れ
が
互
い
の
関
係
改
善
に

ど
れ
ほ
ど
プ
ラ
ス
と
な
る
か
―
そ
う
い
う
発
想

が
必
要
で
す
。そ
う
い
う
発
想
を
、子
ど
も
達

に
は
思
春
期
を
通
じ
て
覚
え
て
欲
し
い
と
思

う
ん
で
す
ね
。そ
れ
が
本
当
の
リ
ー
ダ
ー
、あ
る

い
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

打
ち
負
か
す
こ
と
を
ゴ
ー
ル
に
し
て
は
い
け
な

い
の
で
す
。だ
か
ら
私
は
武
道
の
在
り
方
と
い

う
の
は
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。武
道
は
本

来
、自
分
を
護
る
た
め
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。自
分
を
護
る
と
い
う
こ
と
は
、自
分
と
い

う
も
の
を
確
立
す
る
と
い
う
こ
と
。個
の
確
立

を
前
提
に
共
存
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

今
日
、行
動
と
精
神
は
ど
ん
ど
ん
分
離
し
て

い
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。行
動
と
精

神
の
一
体
性
に
つ
い
て
、先
生
は
ど
ん
な
ふ
う

に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
、間
違
い
な
く
行
動
と
精
神
は
分
断
さ
れ

て
い
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
は「
自
己
実
現
し
な
い

と
成
功
者
に
な
れ
な
い
」と
い
う
思
い
込
み
と
、

「
露
見
し
な
け
れ
ば
自
己
責
任
は
問
わ
れ
な

い
」と
い
う
錯
覚
に
よ
る
も
の
で
す
。し
か
も
、

自
己
実
現
は
、他
人
を
排
除
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

本
来
、「
自
己
実
現
」と
は
、他
者
を
巻
き
込
み

な
が
ら
自
分
達
の
思
い
を
実
現
す
る
…
と
い

う
風
に
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。一
人
で
は
実
現
で
き
な
い
こ
と
が
た
く

（財）日本モンキーセンターリサーチフェロウ、京都大学霊長類研究所助手、京都大学理学研究科助教授、教授、同大学

日本霊長類学会会長、国際霊長類学会会長、国立大学協会会長、日本学術会議会長、内閣府総合科学技術・イノベー
ション会議議員、環境省中央環境審議会委員を歴任。2021年4月より総合地球環境学研究所所長を務める。京都芸
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「
勝
た
な
け
れ
ば
未
来
は
開
け
な
い
」と
い
う

幻
想
が
社
会
を
侵
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。む

し
ろ
自
分
が
引
き
下
が
る
こ
と
で
、相
手
に
利

益
を
も
た
ら
し
、そ
れ
が
互
い
の
関
係
改
善
に

ど
れ
ほ
ど
プ
ラ
ス
と
な
る
か
―
そ
う
い
う
発
想

が
必
要
で
す
。そ
う
い
う
発
想
を
、子
ど
も
達

に
は
思
春
期
を
通
じ
て
覚
え
て
欲
し
い
と
思

う
ん
で
す
ね
。そ
れ
が
本
当
の
リ
ー
ダ
ー
、あ
る

い
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

打
ち
負
か
す
こ
と
を
ゴ
ー
ル
に
し
て
は
い
け
な

い
の
で
す
。だ
か
ら
私
は
武
道
の
在
り
方
と
い

う
の
は
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。武
道
は
本

来
、自
分
を
護
る
た
め
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い

さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
。そ
れ
を
無
理
矢
理

「
自
己
」に
落
と
し
込
ん
で
し
ま
う
と
、自
分

以
外
は
敵
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。〝
み
ん
な

で
〞夢
を
語
っ
て〝
み
ん
な
で
〞享
受
す
る
、と

い
う
の
が
本
来
の
意
味
で
の
実
現
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
Ｉ
」で
始
ま
っ
た
も
の
が「
Ｗ
ｅ
」

で
終
わ
る
…
と
い
う
よ
う
な
。

ま
さ
に
、私
は
自
分
が
強
く
な
り
た
く
て
少

林
寺
拳
法
を
始
め
た
の
で
す
が
、そ
の
た
め
に

は
、相
手
に
も
強
く（
上
手
く
）な
っ
て
も
ら
わ

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
事
実
に
突
き
当
た

り
ま
し
た
。そ
う
し
て
、互
い
に
強
く
な
っ
て

い
く
た
め
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
大
事
な
ん

だ
と
気
づ
か
さ
れ
る
。少
林
寺
拳
法
で
は
、自

己
確
立
↓
自
他
共
楽
↓
理
想
境
建
設
と
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ル
に
も
共
感
は
あ
り
ま
す
が
、「
同
情
」は
あ

り
ま
せ
ん
。同
情
と
は
、相
手
を
助
け
た
い
と

思
う
気
持
ち
で
す
。こ
れ
は〝
自
分
が
相
手
の
力

に
な
れ
る
〞と
い
う
認
知
が
な
い
と
生
ま
れ
て

こ
な
い
ん
で
す
。更
に
人
間
が
備
え
た
の
は「
コ

ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
」で
す
。コ
ン
と
は「
み
ん
な
で
」、

パ
ッ
シ
ョ
ン
と
は「
情
熱
」で
す
。誰
か
が
困
っ
て

い
る
と
き
、そ
れ
を
み
ん
な
で
助
け
て
あ
げ
た

い
と
思
う
心
の
は
た
ら
き
で
す
。こ
れ
は「
共
同

注
意
」と
い
う
の
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

類
人
猿
に〝
指
差
し
〞の
意
味
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、人
間
は
幼
児
の
こ
ろ
か
ら〝
指
差
し
〞を

行
い
ま
す
。人
間
は
、幼
児
で
あ
っ
て
も
、指
さ

し
た
方
向
が
判
り
、そ
の
先
に
何
か
が
あ
る
こ

と
も
判
り
ま
す
。そ
う
い
う
能
力
に
よ
っ
て「
み

ん
な
で
な
ん
と
か
し
よ
う
」と
い
う
気
持
ち
が
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京
都
大
学
の
理
学
部
長
だ
っ
た
と
き
、学
生
が

「
友
達
が
で
き
な
い
」と
い
う
悩
み
を
持
っ
て

い
る
と
知
り
ま
し
た
。大
学
に
入
っ
た
ら
友
達

が
で
き
る
と
思
っ
て
、厳
し
い
受
験
勉
強
に
耐

え
て
き
た
け
れ
ど
も
、い
ざ
大
学
に
入
っ
て
み

た
ら
友
達
の
つ
く
り
方
が
わ
か
ら
な
い
…
と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
。そ
れ
で
、動
物
園
に
連
れ
て

行
っ
た（
笑
）。人
間
以
外
の
も
の
を
見
て
、浮
か

ん
で
く
る
疑
問
を
口
に
し
て
い
る
う
ち
に
同
調

が
生
ま
れ
て
、友
達
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。私

は
身
体
と
身
体
が
ぶ
つ
か
り
合
う
中
で
同
調

す
る
こ
と
を「
身
体
の
共
鳴
」と
呼
ん
で
い
ま

す
。本
当
の
信
頼
関
係
や
本
当
の
友
達
は
、身

体
の
共
鳴
を
通
じ
て
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
だ
と

思
う
の
で
す
が
、若
い
世
代
に
そ
う
い
う
経
験

が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

一
方
で
、成
熟
し
た
大
人
同
士
も
ま
た
、共
鳴

さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。だ
か
ら
、ス

ポ
ー
ツ
と
か
音
楽
と
か
、武
道
な
ど
が
必
要
で

す
。こ
れ
ら
は
、人
々
が
共
通
の
礼
儀
や
ル
ー
ル

を
わ
き
ま
え
、協
力
し
合
っ
て
、時
間
の
流
れ
の

中
に
一
つ
の
共
鳴
空
間
を
創
り
上
げ
る
も
の
で

す
。そ
の
真
髄
は
、言
葉
だ
け
で
は
作
る
こ
と
の

で
き
な
い
信
頼
関
係
を
、身
体
の
共
鳴
に
よ
っ

て
醸
成
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

武
道
や
ス
ポ
ー
ツ
の
課
題
と
し
て
は
、「
身
体

の
共
鳴
」よ
り
も
競
技
成
績
・
結
果
の
方
が
優

先
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

中
に
一
つ
の
共
鳴
空
間
を
創
り
上
げ
る
も
の
で

す
。そ
の
真
髄
は
、言
葉
だ
け
で
は
作
る
こ
と
の

で
き
な
い
信
頼
関
係
を
、身
体
の
共
鳴
に
よ
っ

て
醸
成
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

武
道
や
ス
ポ
ー
ツ
の
課
題
と
し
て
は
、「
身
体

の
共
鳴
」よ
り
も
競
技
成
績
・
結
果
の
方
が
優

先
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
２
編
　
　
※
前
号
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

美
し
さ
が
あ
る
と
い
う
の
は
、

ケ
ン
カ
と
か
暴
力
、
戦
争
な
ん
か
と
は
全
く
違
う
。
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音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
・
武
道
な
ど
、
プ
ロ
セ
ス
を
省
略
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
ア
ナ
ロ
グ
な
時
間
を
積
み
重
ね
て
―
。

著書：『共感革命―社交する人類の進化と未来』（河出新書）、
『家族進化論』（東京大学出版会）、『サルと歩いた屋久島』
（山と渓谷社）、『暴力はどこからきたか』（NHKブックス）、
『サル化する人間社会』（集英社）、『ゴリラからの警告』（毎
日新聞出版）、『スマホを捨てたい子どもたち』（ポプラ新書）、
『京大総長、ゴリラから生き方を学ぶ』（朝日選書）、『人生で
大事なことはみんなゴリラから教わった』（家の光協会）、『京
大というジャングルでゴリラ学者が考えたこと』（朝日新書）、
『猿声人語』（青土社）など。
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伝
わ
る
わ
け
で
す
。こ
れ
を
大
切
に
持
た
な
け

れ
ば
、社
会
は
変
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う

ね
。そ
こ
が
自
己
実
現
と
い
う
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と

は
違
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。「
み
ん
な
で
や
り
ま

し
ょ
う
」「
み
ん
な
で
享
受
し
ま
し
ょ
う
」と
い

う
気
持
ち
で
す
。

「
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
」と
言
わ

れ
て
久
し
い
で
す
が
。

本
来
、仲
間
づ
く
り
は
時
間
を
か
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
な
ん
で
す
。音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ・

武
道
な
ど
、プ
ロ
セ
ス
を
省
略
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
ア
ナ
ロ
グ
な
時
間
を
積
み
重
ね
て
、身
体

を
共
鳴
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。そ
れ

は
、言
語
だ
け
で
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
と
は

明
ら
か
に
違
い
ま
す
。現
代
社
会
で
は
、そ
れ
が

非
効
率
に
見
え
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
ね
。

し
か
し
、「
所
属
す
る
集
団
に
、自
ら
が
犠
牲

を
払
っ
て
で
も
尽
く
す
喜
び
」と
い
う
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
る
の
も
人
間
の
特
徴

で
す
。こ
れ
は“
効
率
”と
は
相
反
す
る
原
理
で

す
。そ
う
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、集

団
を
一
度
離
れ
て
も
、ま
た
戻
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、他
の
集
団
に
も
易
々
と
受
け

入
れ
て
も
ら
え
ま
す
。そ
の
気
持
ち
が
な
け
れ

ば
、こ
れ
ほ
ど
複
雑
な
社
会
を
築
く
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
す
。

時
間
を
か
け
て
交
流
を
重
ね
る
こ
と
は
、や

は
り
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
ね
。

「
タ
イ
ム
イ
ズ
マ
ネ
ー
」と
い
う
言
葉
は
、本
来
は

「
時
間
は
お
金
と
同
じ
く
ら
い
大
切
な
ん
だ
」

と
い
う
意
味
で
す
。そ
れ
が「
お
金
に
換
算
で
き

る
」と
い
う
風
に
誤
解
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し

時
間
は
、お
金
を
払
っ
て
も
縮
め
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
す
。

時
間
は
、そ
の
経
過
と
と
も
に
何
が
起
こ
っ
て

い
く
か
と
い
う
過
程
が
大
事
な
の
で
す
が
、今

は
結
果
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。時
間
を
か
け

て
本
を
読
ん
だ
り
、映
画
を
見
た
り
す
る
の
は

煩
わ
し
い
と
。で
も
、そ
れ
は
考
え
る
力
を
奪
っ

て
い
き
ま
す
。デ
ジ
タ
ル
が
蔓
延
し
て
い
く
世

の
中
に
あ
っ
て
も
、我
々
は
デ
ジ
タ
ル
の
ス
キ
マ

に
あ
る
も
の
や
事
柄
を
読
み
取
る
力
を
失
っ
て

は
い
け
な
い
の
で
す
。文
字
間
に
あ
る
風
景
や

雰
囲
気
を
読
み
取
る
、あ
る
い
は
頭
に
思
い
浮

か
べ
る
―
そ
れ
が「
考
え
る
力
」で
あ
っ
て
、身

体
感
覚
を
経
由
し
て
仲
間
と
共
鳴
す
る
行
為

で
す
。

少
林
寺
拳
法
の
説
明
に
お
い
て
も
、体
感
覚

を
共
有
し
て
い
る
場
合
は
、共
感
が
ス
ム
ー
ス

で
す
。ひ
と
り
ひ
と
り
の
中
に
あ
る
固
有
の
感

覚
が
、言
葉
に
よ
っ
て
結
び
つ
く
と
い
う
か
。

ゴ
リ
ラ
は
鼻
先
ま
で
互
い
に
顔
を
近
づ
け
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。な
ぜ
そ
ん
な

に
顔
を
寄
せ
る
の
か
と
い
う
と
、一
体
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。挨
拶
な
り
、遊
び

の
誘
い
な
り
、一
体
化
し
て
、自
分
の
主
張
に
相

手
を
引
き
込
も
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。人

間
が
ゴ
リ
ラ
よ
り
も
距
離
を
取
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
の
は
、言
葉
が
あ
る
か
ら

と
い
う
理
由
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。目
つ
き・

態
度
・
構
え
…
と
い
っ
た
も
の
か
ら
総
合
的
に

内
面
を
感
じ
取
り
、合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
で

国際武道大学 体育学部武道
学科教授。兵庫県神戸市出身。
報徳学園で少林寺拳法と出逢
う。少林寺拳法グループ職員、
中学校教員を経て現職。少林
寺拳法七段。国際武道大学少
林寺拳法部監督。一財連盟 
武道授業推進委員会 委員長。

き
る
か
ら
で
す
。そ
れ
を
我
々
は
、言
葉
で
補

完
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
良

さ
を
護
っ
て
い
く
た
め
に
、我
々
に
で
き
る
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

代
表
的
な
も
の
は
、い
ま
話
題
に
な
っ
て
い
る

「
こ
ど
も
食
堂
」だ
と
思
い
ま
す
。初
め
は
、家

に
帰
っ
て
も
親
が
い
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
し

て
い
た
の
が
、今
で
は
親
子
が
参
加
し
て
い
た

り
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
参
加
し
て
い
た

り
し
ま
す
。一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
っ
て
い

る
。こ
れ
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

我
々
は
毎
日
食
事
を
し
ま
す
が
、そ
れ
は
栄

養
補
給
と
同
時
に
社
交
で
も
あ
る
の
で
す
。毎

日
や
る
行
為
と
社
会
的
な
行
為
が
兼
ね
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
す
ね
。そ
こ
で
新
た
な
信
頼
関

係
や
、共
通
の
目
標
な
ん
か
が
生
ま
れ
て
き
ま

す
。「
食
」と
い
う
の
は
、人
間
が
最
初
に
作
っ
た

重
要
な
文
化
装
置
な
ん
で
す
。こ
れ
を
利
用
し

て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
し
て
い
く
、新
た
に

作
っ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
に
伝
え
て
い
く
べ
き

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

身
体
の
共
鳴
に
よ
る
社
交
、あ
る
い
は
、人
と

人
と
の
つ
な
が
り
。そ
う
い
う
こ
と
が
、こ
れ
か

ら
大
変
重
要
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
世
代
の
人
に
も
、多
く
の
人
と
交

わ
り
な
が
ら
、学
ん
で
い
く
こ
と
が
楽
し
い
と

思
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。自
分
の
身
体
を
通
じ

て
他
者
と
の
共
鳴
を
感
じ
、本
当
の
人
間
関
係

を
築
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
、自
己

実
現
を
越
え
た「
私
た
ち
の
精
神
の
実
現
」と

い
う
も
の
の
面
白
さ
や
豊
か
さ
を
感
じ
取
っ
て

ほ
し
い
の
で
す
。「
自
分
が
勝
た
な
け
れ
ば
楽

し
く
な
い
」と
い
う
の
は
、人
間
の
本
質
で
は
な

い
は
ず
で
す
。

「
社
交
」に
は
武
道
も
入
る
と
思
い
ま
す
。武
道

は
お
互
い
の
身
体
を
す
り
合
わ
せ
、共
鳴
さ
せ

る
行
為
で
す
か
ら
―
。

写真右
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『コーチ・カーター』

本当に大切なものはなにか。社会を巻き込んだ問題提起の実録。
２００５年　／　監督　トーマス・カーター

〔 映 画 館 〕

＜あらすじ＞
本作は実話をもとに構成されている。
アメリカの犯罪都市・リッチモンド。
この街にあるリッチモンド高校は、落
ちこぼれが集まり、学力が低く、大学
進学率もごくわずかであった。まとも
な高校生活を送ることなく、卒業生の
半分が逮捕されるという惨状であった。
同校バスケットボール部も同様に酷い
状況であったが、新しく赴任したコー
チが奇跡を起こしていく。

「教育」について考えさせられる映画で
ある。学生の本業は勉学か、それとも部
活動か。将来のための判断は誰が下すの
か―。

リッチモンド高校バスケットボール部
「オイラーズ」に赴任してきた新任コー
チ、カーターは同校OBでもあり、在校当
時は有名な選手であった。カーターは母
校を惨状から立て直すためにやってきた
のである。

着任早々から暴力も辞さない厳しい練
習を課し、バスケを通じて更生させる…
のかと思いきや、カーターは、まず部員達
といくつかの契約を結ぶ。［成績は及第
点以上］［授業には必ず出席］［試合の日
は私服ではなく正装］…。

それまで自由奔放に過ごしてきた部員
たちはカーターのやり方に反発、辞めて
いく部員も出たが、徐々にカーターの想

いが伝わり、着実に力をつけていく。しか
し、周囲も実力を認めつつあったある日、
部員の学業不振を知ったカーターは、契
約違反にあたるとして練習場所である体
育館を封鎖、大切な試合も欠場すること
にした。それに反発したのが保護者や教
師たち。世論を巻き込んでの論争となっ
ていく―。

このシーンは、自分自身が同じ境遇に
立った場合、指導者として何を優先させ
るべきなのか考えさせられる。輝ける瞬
間？ 将来？ 学校？ 保護者…？

いつのまにか指導者としてカーターと
ともに悩み、解決策を考えている自分が
いた。

目の前の試合や大会と、実感の湧かな
い将来。種目に関わらず、指導者ならば考
えておかなければならないことのヒント
が、本作にはちりばめられている。

Copyright (C)2004 by PARAMOUNT PICTURES All Rights Reserved. TM,(R) & Copyright (C) 2005 by Paramount Pictures. All Rights Reserved.

『コーチ・カーター』
発売元: NBCユニバーサル・エンターテイメント ／ DVD: 1,572 円 (税込)

Prime Videoでレンタル・購入配信中（2023年11月現在）
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〔 図 書 館 〕

『赤毛のアン』

『アンの青春』

『アンの愛情』

『アンの友達』

『アンの幸福』

『アンの夢の家』

『炉
イングルサイド

辺荘のアン』

『アンをめぐる人々』

『虹の谷のアン』

『アンの娘リラ』

　孤児院からグリンゲイブルスのマ
シューとマリラに引き取られたアンは、
プリンスエドワード島の美しい自然の
中で、個性豊かな愛情深い隣人たちと
の関わり合いによって、心の温かい女
性へと成長します。教師となったアン
は、様々な問題に頭を抱えますが、日
常の中に楽しみを見出し、ユーモアを
忘れずに生徒たちと真摯に向き合い、
信頼と愛情をかち得ていきます。また、
学校で赤毛をからかわれたことで怒り、
石盤を頭に打ちおろして砕いてしまう
という逸話のあるギルバートと恋をし、
そして真実の愛によって結ばれます。
　医師となったギルバートと共に新し
い家庭を築き、愛おしい命にも出会い
ます。炉辺荘（イングルサイド）では、
個性豊かな 6人の子供たちと幸せな
日々を過ごしますが、だんだんと第一

『アンの友達』『アンをめぐる人々』
作者：ルーシー・モード・モンゴメリ　／　訳者：村岡花子　／　新潮文庫

　作者であるモンゴメリの一人一人の
人間を理解する心と深い愛情が感じら
れる、アンの周りにいる人々が主人公
となった短編集です。現代にも通ずる
日々の生活に潜む色々な問題をユーモ
アを交えて取り上げています。作品を
通して読者である我々の日常をも輝か
せてくれ、一話読むたびに周りの人か
らの気遣いや、自分の内に秘めていた
やさしさや愛情に気づくことができ、
温かさで胸が一杯になる素晴らしい作
品です。

次世界大戦の影がアンのところにも押
し寄せ、息子たちを送り出すことにな
ります。戦争は、勇敢な息子たちを傷
つけ、アンにそっくりの空想を愛する
次男ウォルターを奪います。残された
末娘リラも無邪気に輝いているはずの
少女の時代を奪われ、一足飛びに大人
へとならざるを得ませんでした。息子
を失い傷ついたアンを支えるアンの娘
リラに物語は引き継がれ、アンの物語
は終わりを迎えます。
　「アン」という一人の女性が時代の波
に揉まれながらも、持ち前の空想力で
明るくやさしく成長し、周りの人々に
影響を与え、また私たちと同じように
それぞれに問題を抱えた愛おしい隣人
達に支えられ生きていく様を描いた、
溢れる愛とやさしさに心が震える物語
です。

赤毛のアン シリーズより

シリーズ その他の作品
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【申込要領】
2024 年 2月 10日までに以下の事項をメールにてお送りください。
送信先　hensyusitsu@shorinjikempo.or.jp

【記載事項】
・お名前　　・拳士コード（拳士の方は必ずご記入ください）
・郵便番号　・住所　・年齢　・性別　・感想　

読み込み後、『メール作成画面はこちら』をクリック！

【応募メール自動生成QR】

【注意事項】
◆お申込みはお一人様１回限りとさせていただきます。
◆記載事項に不備のある場合は抽選外となります。
◆当選者は抽選にて決定いたします。
◆当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただ
きます。

１名様

３名様

2024年 2月 10日まで！

宗昂馬会長セレクト

E c h o  S h o w  8（エコーショー8）
A m a z o n
Alexa搭載HDスマートディスプレイ。声で命じるだけで音楽や映
像が楽しめます。

※インターネット環境が必要。
※使用するサービスによって別途契約が必要。

ラージワッペン
S h o r i n j i  K e m p o  O f f i c i a l  S t o r e

お手持ちのアウターやバッグに貼り付けてオリジナリティＵＰ‼
ネイビー、グリーン、ベージュのいずれか1色をプレゼント。

※色の指定はできません。
※プレゼントはワッペンのみです。

©amazon.co.jp

28-29_冬号.indd   29 2023/12/13   10:59

28

道
場
に
通
い
始
め
た
ば
か
り
の
頃
、

小
さ
な
少
年
拳
士
の
不
安
を
取
り
除

い
て
く
れ
た
の
は
、お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉

ち
ゃ
ん
拳
士
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

少
林
寺
拳
法
を
続
け
る
か
ど
う
か
、

自
分
の
目
線
だ
け
で
な
く
、仲
間
の
目

線
に
な
っ
て
考
え
た
こ
と
で
、違
う
価
値

が
見
え
て
き
た
…
と
い
う
、考
え
さ
せ

ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

節
目
と
な
る
こ
の
季
節
、修
練
の
継

続
を
悩
む
子（
方
）は
多
い
と
思
い
ま
す

が
、あ
と
か
ら
つ
い
て
き
て
い
る“
ひ
な

鳥
”た
ち
の
気
持
ち
に
も
思
い
を
馳
せ

た
い
で
す
ね
。

幅
広
い
年
齢
の
人
と
接
す
る
こ
と

は
、良
い
社
会
経
験
に
も
つ
な
が
り
ま

す
し
、こ
の
よ
う
に
視
点
を
変
え
る
こ
と

で
、自
分
の
役
割
や
存
在
意
義
を
見
つ

け
、「
続
け
て
み
よ
う
」と
い
う
気
持
ち

に
な
れ
た
と
し
た
ら
、と
て
も
ス
テ
キ
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

自分が輝ける・安心できる居場所を、子ど
も達には見つけてほしいと思います。少林
寺拳法の道場が、仲間が、そんな居場所を
作れたらステキですね。

担当　竹内　智絵

エピソードの投稿は編集室宛にメールでお寄せください。
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第
四
回
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正
し
い
言
葉
を
選
ん
で
、
空
欄
に
入
れ
て
み

よ
う
！

各
４
点
×
10
問
＝
40
点

空く
う
ら
ん欄

に
正
し
い
漢
字
を
入
れ
て
み
よ
う
！

各
５
点
×
８
問
＝
40
点

少
林
寺
拳
法
の
修し
ゅ
ぎ
ょ
う行は（

　
　
）で
の
修
練
だ
け
で

は
な
い
。（
　
　
）で
の一つ一つ
の
動
き
が
、実
は
大

切
な
修
行
。「（
　
　
）を
照て

ら
し
、（
　
　
）」と
書
く

脚
下
照
顧
は
、常つ

ね
に（
　
　
）を
見
つ
め
る
こ
と
で
、

（
　
　
）を
求
め
て
い
く
と
い
う
意い

み味
。

【
脚き

ゃ
っ
か
し
ょ
う
こ

下
照
顧
】

少
林
寺
拳
法
で
は
、修
練
の
前ぜ
ん
ご後

に（
　
　
）で
必か
な
らず

道
場
の（
　
　
）を
す
る
。作
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
、

だ
れ
も
が
自し

ぜ
ん然
と（
　
　
）に
か
え
っ
て
い
る
も
の
。

一い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

生
懸
命
に
汚よ
ご
れ
を
落お

と
し
、き
れ
い
に
し
て
い
る
内

に
自
分
の（
　
　
）も
き
れ
い
に
掃そ
う
じ除

さ
れ
て
い
る
。

【
作さ

む務
】

ア
拳け
ん
し
ぜ
ん
い
ん

士
全
員
　
　
　
　
イ
あ
し
も
と

ウ
自じ

ぶ
ん
じ
し
ん

分
自
身
　
　
　
　
エ
心

オ
日に

ち
じ
ょ
う
せ
い
か
つ

常
生
活
　
　
　
カ
掃
除

キ
道
場
　
　
　
　
　
　
ク
初し

ょ
し
ん心

　
　

ケ
正
し
い
行
い

　
　
コ
か
え
り
み
る

・修し
ゅ
う
れ
ん練の

と
き
は
も
ち
ろ
ん
、毎
日
の
生
活
で
も
い
つ

も
　
　
　
　
を
敬う

や
まい
、　
　
　
　
を
あ
な
ど
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
す
る
。

・人
と
接せ

っ

す
る
と
き
は
、　
　
　
　
を
正
し
く
、ハ
キ

ハ
キ
し
た
態
度
を
と
り
、つ
ね
に
学
ぼ
う
と
い
う

姿し
せ
い勢

で
臨の
ぞ

む
。

・　
　
　
　
し
て
相
手
と
向
き
合
う
こ
と
が
基
本
。

【
態た

い
ど度

】

・言
葉
の「
　
　
き
」は
話
す
人
の
　
　
　
　
。

・正
し
い
言
葉
、て
い
ね
い
な
言
葉
、相
手
に

を
持
っ
た
言
葉
を
心
が
け
る
。

・　
　
れ
た
言
葉
は
、間ま

ち
が違

っ
た
思
い
や
考か
ん
がえ

を
作
っ

て
し
ま
う
。

【
言こ

と
ば葉

】
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「
拳
士
と
し
て
の
心こ

こ
ろ
え得

」に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

に
は
〇
を
、間
違
っ
て
い
る
も
の
に
は
×
を

書
こ
う
。

点

なまえ

しかく

級

段

月 日

正
し
い
意
味
を
線
で
つ
な
い
で
み
よ
う
！

各
２
点
×
４
問
＝
８
点

各
３
点
×
４
問
＝
12
点

「
拳
士
と
し
て
の
心
得
」

　
　
　を
確
認
し
よ
う
！

第
四
回

①
脚き

ゃ
っ
か
し
ょ
う
こ

下
照
顧

③
作さ

む務

②
合が

っ
し
ょ
う
れ
い

掌
礼

「
拳
士
と
し
て
の
心
得
」は
、道
場
だ
け
で
の
こ
と
だ

か
ら
、家
や
学
校
で
は
特
に
気
に
し
な
く
て
よ
い
。

（　）
心
が
整と
と
のっ

て
い
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
、形
は
気

に
し
な
く
て
よ
い
。

（　）
「
拳
士
と
し
て
の
心
得
」は
、脚き
ゃ
っ
か
し
ょ
う
こ

下
照
顧・合が
っ
し
ょ
う
れ
い

掌
礼・

作さ

む務・服ふ
く
そ
う装・態た
い
ど度・言こ
と
ば葉
の
６
つ
で
あ
る
。

（　）
道
場
の
掃そ
う
じ除
は
、資し
か
く格
や
年ね
ん
れ
い齢
の
低ひ
く

い
者
が

積せ
っ
き
ょ
く
て
き

極
的
に
行
う
。

（　）

常つ
ね
に
自
分
自
身
を
見
つ
め
る
こ
と

で
、正
し
い
行
い
を
求も

と
め
て
い
く
。

相
手
に
敬け

い
い意

を
持
ち
、お
互
い
を

認み
と

め
合
う
心
の
表あ
ら
われ

。

掃そ
う
じ除

や
食し
ょ
く
じ事

の
し
た
く
な
ど
、

日に
ち
じ
ょ
う
常
に
必
要
な
作さ
ぎ
ょ
う業
の
こ
と
。

清せ
い
け
つ潔

な
服
装
を
心
が
け
る
こ
と
。

道ど
う
ぎ衣
は
規き
そ
く則
に
従し
た
がっ
て
着ち
ゃ
く
よ
う用す
る
。

④
服ふ
く
そ
う装
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日常の中に少林寺拳法。
このたび、より多くの方々が少林寺拳法に触れ、知る機会を生み出すこと
ができるよう、当連盟のアイテムを刷新することにいたしました。誰で
も、いつでも、日常で使うことができるアイテム、街の中に少林寺拳法が
ある姿をイメージしました。
新しいアイテムが、皆さんの生活に彩りを添え、願わくば、周囲の友人か
ら興味を持ってもらえるきっかけとなることを期待しています。

お手持ちのアイテムに組み合わせて
オリジナル仕様に。コレクションす
る楽しみも。

■ワッペン「開祖」：100㎜×100㎜/アイロン接着シ

ート付/1色のみ/1,650円（税込）　■ワッペン「ウイン

グシンボル」：290㎜×155㎜/アイロン接着シート付/

ダークグリーン、ダークネイビー、ベージュ/各4,400

円（税込）　■缶バッジ：38㎜×38㎜/全9種/各330

円（税込）

街に溶け込む上質なウェアも充実。
気兼ねなく普段使いを。

■10.2オンス ヘビーコットンＴシャツ：全3色/3サイズ/

各5,500円（税込）　■5.6オンス ハイグレードコットンＴ

シャツ：全2色/4サイズ/各4,400円（税込）　■ドライT

シャツ：全2色/6サイズ/各3,300円（税込）　■フェイス

タオル：全6色/34×84㎝/各1,320円（税込）　■ミニタ

オル：全3色/22×22㎝/各550円（税込）

上記商品の詳細はオフィシャルストア【Instagram】 および【インターネットショッピング】にて
ご覧いただけます。今後、Instagram 限定の発信も予定しています。この機会にぜひフォローして
ください！

少林寺拳法グループ公式YouTube
チャンネルにて、2023新商品の
PVを公開中！！

一般財団法人 少林寺拳法連盟／事業課 〒764-8511香川県仲多度郡多度津町本通3-1-59　TEL 0877-33-2020　
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33 32

鎮
魂
行
で
読
み
上
げ
る
順
番
を
書
こ
う
！

点

なまえ

しかく

級

段

月 日

次
の
言
葉
を
漢
字
で
書
い
て
み
よ
う
！

鎮
魂
行
の
作さ
ほ
う法

と
し
て
、
正
し
い
も
の
に
は
〇

を
、
間ま
ち
が違

っ
て
い
る
も
の
に
は
×
を
書
こ
う
！

④
さ
い
せ
い
り
じ
ん

肩

水
月

ひ
ざ

丹
田

肘

結
手

腰

腹

背
筋

あ
ご

各
２
点
×
４
問
＝
８
点

各
３
点
×
８
問
＝
24
点

各
４
点
×
６
問
＝
24
点

鎮
魂
行
に
つ
い
て

　
　
　
　
確
認
し
よ
う
！

第
三
回

①
よ
る
べ

③
し
ん
じ
ゅ
ん
た
ん
い
つ

⑦
あ
い
み
ん
あ
い
き
ょ
う

②
し
ょ
せ
い
の
せ
き
し

⑧
り
そ
う
き
ょ
う

⑤
ほ
う
お
う
し
ょ
う
し
ょ
う

⑥
ほ
う
お
ん
の
ま
こ
と

左
の
言こ
と
ば葉

か
ら
正
し
い
も
の
を
え
ら
ん
で
み

よ
う
！

各
４
点
×
11
問
＝
44
点

［
正
し
い
姿
勢（
座
っ
た
と
き
）］

・下し
た
ば
ら腹（��

　
　
　）の
位
置
で
　
　
　

��

す
る
。

・

���

を
立
て
て
　
　
　
　を
伸
ば
し
、

を
引
く
。

聖せ
い
く句
人
と
し
て
、ど
の
よ
う
に
行こ

う
ど
う動
す
べ
き
か
が
具ぐ

た
い
て
き

体
的

に
し
め
さ
れ
て
い
る
。

（　）

誓せ
い
が
ん願
自
分
自
身
を
見
つ
め
、秘ひ

め
ら
れ
た
可か

の
う
せ
い

能
性
を
引

き
出
す
た
め
に
努ど

り
ょ
く力
し
、自じ

こ
か
く
り
つ

己
確
立
を
め
ざ
す
大

切
さ
が
書
か
れ
て
い
る
。

（　）

信し
ん
じ
ょ
う条
み
ず
か
ら
の
心
と
行
動
の
あ
り
方
を
ふ
り
か
え
り
、

日
々
の
実じ

っ
せ
ん践
へ
の
決け

つ
い意
を
あ
ら
た
に
す
る
も
の
。

（　）

道ど
う
く
ん訓
少
林
寺
拳
法
を
学
ぶ
と
き
、ど
の
よ
う
な
決け

つ
い意
で

修
行
を
が
ん
ば
れ
ば
よ
い
か
が
説と

か
れ
て
い
る
。

（　）

る
べ

の
の

道
訓
の
内
容
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
れ

ば
、心
の
中
で
唱と
な
え
る
だ
け
で
よ
い
。

（　）
「
聖
句
」を
唱し
ょ
う
わ和

し
た
あ
と
、主し
ゅ
ざ座

の
号
令
に

よ
り
着ち
ゃ
く
ざ座

す
る
。

（　）
「
道
訓
」を
唱
和
し
て
い
る
間
は
、安
座
で
よ

い
。

（　）
棒ぼ
う

を
打
つ
際
は
、拳
士
が
驚お
ど
ろか

な
い
よ
う
、

事じ
ぜ
ん前
に
合あ
い
ず図
を
出
す
。

（　）
主
座
は
、「
信
条
」を
唱
え
る
際
に
拳
士
と
向

か
い
合
う
。

（　）
調
息
は
、口
呼
吸
で
行
う
と
よ
い
。

（　）

［
呼
吸
法
に
つ
い
て
］

・息い
き

は「
生
き
」で
あ
り「���

　
　」で
も
あ
る
。体

力・

　
　
　力・気
力
の
源
み
な
も
とで
あ
る
。正
し
い
姿
勢

と��

　
　
　に
よ
っ
て
、
　
　を
整と
と
のえ
、��

の
血け
っ
こ
う行

を
良
く
し
、
　
　
　
　を
整
え
る
。

活
き

肺

目

粋

意
気

精
神

調
息

体

脳

意
識

寄

初
生

赤
子

真
純
単
一

済
生
利
人

報
応
昭
々

報
恩

誠

愛
民
愛
郷

理
想
境

１２ ３４

×〇 ××× 〇

丹
田

結
手

腰

背
筋

あ
ご

意
気

精
神

調
息

体

脳

意
識

秋
号
32
・
33
ペ
ー
ジ
の
答
え
合
わ
せ

寄
付
・
寄
贈
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

訃
報

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

【
本
部
修
練
】

京
都
翔
英
高
等
学
校

校
長

堤
清
彰

佐
藤

正
次

氏

千
歳
向
陽
台
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
支
部
長
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
３
期
・
正
範
士
七
段

２
０
２
３
年
10
月
26
日
ご
逝
去

満
76
歳

伊
藤

昌
昭

氏

名
誉
本
部
委
員
・
２
１
８
期
・
正
範
士
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日常の中に少林寺拳法。
このたび、より多くの方々が少林寺拳法に触れ、知る機会を生み出すこと
ができるよう、当連盟のアイテムを刷新することにいたしました。誰で
も、いつでも、日常で使うことができるアイテム、街の中に少林寺拳法が
ある姿をイメージしました。
新しいアイテムが、皆さんの生活に彩りを添え、願わくば、周囲の友人か
ら興味を持ってもらえるきっかけとなることを期待しています。

お手持ちのアイテムに組み合わせて
オリジナル仕様に。コレクションす
る楽しみも。

■ワッペン「開祖」：100㎜×100㎜/アイロン接着シ

ート付/1色のみ/1,650円（税込）　■ワッペン「ウイン

グシンボル」：290㎜×155㎜/アイロン接着シート付/

ダークグリーン、ダークネイビー、ベージュ/各4,400

円（税込）　■缶バッジ：38㎜×38㎜/全9種/各330

円（税込）

街に溶け込む上質なウェアも充実。
気兼ねなく普段使いを。

■10.2オンス ヘビーコットンＴシャツ：全3色/3サイズ/

各5,500円（税込）　■5.6オンス ハイグレードコットンＴ

シャツ：全2色/4サイズ/各4,400円（税込）　■ドライT

シャツ：全2色/6サイズ/各3,300円（税込）　■フェイス

タオル：全6色/34×84㎝/各1,320円（税込）　■ミニタ

オル：全3色/22×22㎝/各550円（税込）

上記商品の詳細はオフィシャルストア【Instagram】 および【インターネットショッピング】にて
ご覧いただけます。今後、Instagram 限定の発信も予定しています。この機会にぜひフォローして
ください！

少林寺拳法グループ公式YouTube
チャンネルにて、2023新商品の
PVを公開中！！

一般財団法人 少林寺拳法連盟／事業課 〒764-8511香川県仲多度郡多度津町本通3-1-59　TEL 0877-33-2020　
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◆編集後記を書いている12月初旬。あっ
という間の１年が過ぎようとしています。
年齢とともに時間感覚が短くなっていくよ
うです。子どもの頃は体験がどれも新しく、
それらに対する期待感が強くあるため、ゆっ
くりと時間を感じることができる一方、大
人になるとそれらが減少し単調な日々に
なりやすく、時間が早く過ぎるということ
のようです。◆子どもの頃、四季のうつろ
いに加え、いつも何かしらのイベントがあ
り、カレンダーを眺めては、春の花見、夏
の川や海、秋の運動会、冬のクリスマス
や正月など…その時を待ち侘びていたよう
に思います。◆大人になって、「待ち侘び
る」という感覚は薄くなりました。しかし、
2023年は違いました。特集に取り上げた
世界大会・国際講習会は、本当に大変で
したが、心躍るビッグイベントでした。終
わってしまえば一瞬でしたが、その現場で
流れた時間は、様々な体験と感情の連続
で、同じ１時間でも時には早く、時には遅
く（早く流れてくれ！と思う時間もありまし
たが）私の中には流れていたように思いま
す。◆強烈で感情が伴う体験は記憶に留
まり易いとも言われます。今年の世界大会・
国際講習会は、数十年後も鮮明に思い出
される、そんな強烈な体験であったと感じ
ています。◆業務上、様々な体験をさせ
てもらえる立場でもあります。もしかしたら
これほど幸せなことはないのかもしれませ
ん。そこで得られた体験などを、本誌を通
じてお伝えしていることもあります。おこが
ましいかもしれませんが、皆さまにも本誌
を通じて、感じた（体験した）という思い
が残せるよう努めて参ります。◆2024年
は辰年（龍）。龍は猛々しく天に昇ってい
くイメージがありますが、一方で神様とし
て祀られてもいます。個人的には力と愛を
象徴しているようにも感じます。力愛不二
を忘れず努めて参りますので、新しい年も
どうぞよろしくお願い申し上げます。

編集長　　谷　聡士

※本誌掲載記事の無断転載を禁じます。
※�本誌に関するお問い合せ、ご意見・ご要望等は下記までお寄せください。
　　
　一般財団法人 少林寺拳法連盟 振興普及部 会報編集室
　〒764-8511　香川県仲多度郡多度津町本通 3-1-59
　TEL 0877-33-2020　　
　E-Mail：hensyusitsu@shorinjikempo.or.jp

　［少林寺拳法ホームページ］
　http://www.shorinjikempo.or.jp
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